
(１)校地面積

地区別 現有面積（㎡） 基準面積（㎡） 過不足面積（㎡）
基礎棟 1,000.00

薬学部 6,570.00

歯学部 4,314.00

看護福祉学部 2,472.00

中央講義棟 2,120.00

総合図書館 1,249.00

歯学部Ｃ棟（衛生士専門学校含む） 1,650.00

歯科クリニック 3,848.00

アイソトープ研究センター 1,650.00

動物実験センター 624.00

健康科学研究所 524.00

薬用植物園 2,900.00

伝統薬物研究センター 342.00

屋外運動場

    サッカー・ラグビー 10,600.00

    野球場 10,300.00

    テニスコート 3,300.00

    その他 3,600.00

屋内運動場 体育館 1,751.00

学生クラブハウス 249.00

学友会館 380.00

20周年記念会館 676.60

中央食堂 669.40

ユニパーク 2,426.00

駐車場他 49,392.40

その他 30,585.88

保安林 153,060.00 一部整備済（遊歩道含む）

296,253.28

医療技術学部 4,165.00

大学病院 6,392.73

駐車場・緑地帯 16,768.48

地域包括ケアセンター 1,250.10

茨戸教育研修センター 1,155.00

325,984.59 37,640.00 62,670.00

(２)校舎面積

地区別 現有面積（㎡） 竣工年月日
3,761.90 1985 年 06 月 29 日

13,078.07 1975 年 07 月 31 日

12,119.79 1978 年 10 月 30 日

10,855.03 1993 年 01 月 12 日

15,973.01 2013 年 03 月 21 日

4,573.96 1986 年 11 月 15 日

1,084.52 1983 年 03 月 31 日

7,807.62 1978 年 10 月 30 日

1,239.09 1982 年 03 月 31 日

1,866.70 1988 年 11 月 28 日

808.45 2002 年 12 月 20 日

341.46 1985 年 08 月 07 日

552.60 2009 年 08 月 31 日

1,746.49 1979 年 03 月 31 日

383.76 1986 年 08 月 28 日

1,223.08 2000 年 12 月 06 日

917.41 1979 年 04 月 07 日

1,224.27 1994 年 09 月 27 日

177.45 1975 年 12 月 25 日

23.25 1988 年 11 月 28 日

22.41 1985 年 06 月 29 日

16.81 1986 年 08 月 22 日

79,797.13

7,741.71 1989 年 12 月 04 日

9,702.49 1990 年 08 月 08 日

70.14 1989 年 12 月 04 日

437.50 2015 年 12 月 15 日

石狩研修施設 418.33 1994 年 06 月 09 日

98,167.30

Ⅷ．施設設備

種別 敷地等整備状況
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校舎敷地

37,640.00 62,670.00

渡廊下含む

薬品庫敷地含む

研究施設敷地
札幌あいの里
キャンパス

福利厚生、
その他の敷地

未整備

体
育
施
設
等
敷
地

運動場用地

石狩研修施設

合計

種別 構造

小計

校舎敷地

鉄筋コンクリート・鉄骨造10階建

総合図書館 鉄筋コンクリート造地下１階６階建

衛生士専門学校 鉄筋コンクリート造６階建（１、２、４階部分）

歯科クリニック 鉄筋コンクリート・鉄骨造地下１階８階建

当
別
キ
ャ
ン
パ
ス

基礎棟 鉄筋コンクリート造地下１階６階建

薬学部 鉄筋コンクリート造５階建

歯学部 鉄筋コンクリート・鉄骨造地下１階８階建

看護福祉学部 鉄筋コンクリート造地下１階５階建

中央講義棟

温室 鉄骨造平屋建・木造平屋建

伝統薬物研究センター 鉄筋コンクリート造２階建

体育館兼講堂 鉄骨造２階建

アイソトープ研究センター 鉄筋コンクリート造地下１階４階建

動物実験センター 鉄筋コンクリート造地下１階４階建

健康科学研究所 鉄筋コンクリート造２階建

納骨堂

学生クラブハウス 木造・鉄骨造２階建

学友会館 鉄筋コンクリート４階建

食堂棟 鉄筋コンクリート・鉄骨造３階建

20周年記念会館 鉄筋コンクリート・鉄骨造２階建

本学の校地は、大学の主要エリアである当別キャンパス(薬学部・歯学部・看護福祉学部・心理科学部・リハビリテーション科学部、各大学院・歯学部附属
歯科衛生士専門学校・歯科クリニック、健康科学研究所等の各関連研究施設）、研究教育および医療機関地区である札幌あいの里キャンパス（医療技
術学部、大学院心理科学研究科、大学病院等）、さらには福利厚生施設がある石狩研修施設（茨戸教育研修センター）と、大きく３つの地域に分かれて
いる。2019年度は、札幌あいの里キャンパスに医療技術学部が開設され新たなスタートを切ることとなった。

１．整備状況

校舎は、学部棟校舎、研究所、研究施設、医療施設等に分類され、各キャンパスで整備している。2006年４月からの薬学部６年制移行に伴って中央講義
棟が完成し、薬学部と歯学部が使用している。2010年４月からの歯科衛生士専門学校３年制移行に伴って講義室増床等の教育環境を整備している。中
央講義棟各講義室は、放課後や休日等において開放しており、学生を中心とした国家試験対策講習会をはじめ、クラブ・同好会活動、グループ・個人学
習等に活用されている。2013年４月からリハビリテーション科学部を設置したことにより、歯科クリニックの６階が教員室及び学習支援センターとなり、中
央講義棟は10階建に増築し、講義室・演習室・リハビリテーション科学部実習室を増設した。また中央講義棟８階・９階を心理科学部およびﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
科学部言語聴覚療法学科の移転に伴い、2015年３月までに整備したほか、2015年12月には札幌あいの里キャンパスに地域包括ケアセンターを建設し
た。
　2019年度は札幌あいの里キャンパスに医療技術学部を開設し、医療技術学部棟への改修工事が完了した。
　なお、耐震補強については歯科クリニック棟の補強工事（2015年3月）を最後に、耐震化率100パーセントを達成している。

                     合計

研究施設敷地

札幌あいの里
キャンパス

地域包括ケアセンター 鉄筋コンクリート・鉄骨造平屋建

燃料貯蔵庫

鉄筋コンクリート造平屋建

小計

集塵庫・車庫 鉄筋コンクリート造平屋建・軽量鉄骨造平屋建

予防医療科学センター・大学病院 鉄筋コンクリート造地下１階４階建

茨戸教育研修センター 鉄骨造２階建

車庫 鉄骨造平屋建

薬品庫 ブロック造平屋建

医療技術学部 鉄筋コンクリート造地下１階６階建

コンクリートブロック平屋建



(３)講義室等面積

参入基準内　面積
(㎡)

参入基準外　面積
(㎡)

C21 322.40 100～ ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 学部共用

C22 325.42 100～ ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C31 295.47 211 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　 〃

C32 293.21 211 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　 〃

C33 296.23 211 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C41 325.42 241 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C42 322.40 241 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C51 302.34 216 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C52 288.80 216 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C53 180.06 129 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C54 140.43 90 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C55 98.00 52 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C91 192.25 146 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C92 168.64 117 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

C93 97.86 75 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

薬学臨床 491.66 薬学部
C61～C810 19室 2,304.50 AVｼｽﾃﾑ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部
C11 82.72 60 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ 学部共用
C12 57.20 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式    〃
C13 57.20 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式    〃
C23 55.86 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式    〃
C24 59.85 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C25 55.58 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C26 60.78 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C27 53.63 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C81 174.10 125 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 〃、中仕切可動式
C82 179.50 129 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 〃、中仕切可動式
C101 66.00 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C102 64.00 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C103 60.90 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C104 60.90 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C105 51.24 20 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C106 51.24 18 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C107 36.96 12 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C108 36.96 12 ﾌﾗｯﾄ･可動式
C109 190.81 80 ﾌﾗｯﾄ･可動式

演習･実験室 C94～C99　14室 393.08 ﾌﾗｯﾄ･可動式 心理科学部

CALL教室1 161.20 60 ﾌﾗｯﾄ･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 学部共用

CALL教室2 164.22 60 ﾌﾗｯﾄ･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ    〃

30.73 ﾌﾗｯﾄ･可動式

その他 廊下・ﾄｲﾚ等 7,323.26

15,973.01 15,973.01 0.00

講義室 G1 180.83 168 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 学部共用

化学 364.29 184

生物・物理 390.87 184

1,250.93

その他 食堂・廊下・ﾄｲﾚ等 1,574.98

3,761.90 3,761.90 0.00

P1 367.41 266 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

P2 193.59 96 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

214 465.57 90 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 薬学部準備室117.47㎡含む

217 361.15 90 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃準備室14.88㎡含む

312 465.57 90 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃準備室117.47㎡含む

315 346.27 90 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃
教育支援室317 158.01 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ 　〃

5,030.34

その他 廊下・ﾄｲﾚ等 5,690.16

13,078.07 13,078.07 0.00

〃、中仕切可動式

〃、中仕切可動式

実習室

教員室･研究室･ｾﾞﾐﾅｰﾙ室

基礎棟小計

薬学部棟

講義室

実習室

本学は、教育環境改善の一環として2001年度及び2011年度において、各学部講義室等にマルチメディアシステムを導入している。また、2003年度か
らは年次計画で講義室・実習室に空調設備の設置整備を継続して行っている。2007年１月に３階まで完成した中央講義棟をリハビリテーション科学
部の設置に伴い、2013年３月に10階まで増築し、大規模講義室：固定式＝５室、可動式＝４室、中規模講義室：可動式＝３室、演習室17室、薬学臨
床実習室、リハビリテーション科学部実習室、CALL教室等を整備している。引き続き、スケルトンの状況であった８階・９階を心理科学部の移転及び
言語聴覚療法学科のリハビリテーション科学部への改組に伴い、2015年３月に整備した。また、同年12月札幌あいの里キャンパスに地域包括ケアセ
ンターを設置した。2019年度、医療技術学部開設に伴い、新たに実習室３室を改装設置するなど医療技術学部棟の改修工事が完了した。

種別 室別 室番号 面積(㎡)

大学設置基準上参入内／外

収容人数 床･形態 設備等整備状況

教員室･研究室･ｾﾞﾐﾅｰﾙ室

備考

薬学部校舎小計

中央講義棟

講義室

実習室

情報処理

教育支援室

中央講義棟小計

演習室

基礎棟



参入基準内
面積(㎡)

参入基準外
面積(㎡)

D1 234.00 208 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 歯学部

D2 135.00 131 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃

D3 133.50 131 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃

D4 159.00 137 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃

D5 66.78 52 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 大学院生、研修歯科医

D6 196.17 130 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 歯学部

解剖Ⅰ 431.50 160 AVｼｽﾃﾑ 　〃

生理･薬理学･衛生･生化学 467.27 160 AVｼｽﾃﾑ 　〃 準備室89.03㎡含む

ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ/臨床基礎 378.48 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ／AV 　〃
石膏・鋳造・重合・陶材 160.31

ﾏﾙﾁ臨床基礎 400.65 120 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 　〃
学生技工・重合・陶材 127.35 86 　〃

1F演習室１ 35.35 12 ﾌﾗｯﾄ･可動式

1F演習室２ 35.35 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

1F演習室３ 35.35 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

2F演習室６ 62.55 21 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

2F演習室７ 60.00 21 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

2F演習室８ 69.01 30 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

2F演習室９ 52.39 21 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

4F演習室４ 37.40 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式

4F演習室５ 36.36 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式

教育支援室 35.35 ﾌﾗｯﾄ･可動式

4,854.28

その他 廊下・ﾄｲﾚ等 3,422.01

12,119.79 12,119.79 0.00

N21 316.51 296 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N22 124.20 84 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N23 120.00 98 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N24 120.00 98 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 大学院生共用

N25 180.00 132 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N26 120.00 98 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N27 124.20 84 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N31 316.51 214 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N41 316.51 300 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N43 180.00 132 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

N44 180.00 132 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

地域･福祉 180.00 80 AVｼｽﾃﾑ 看護福祉学部

家政調理・器材等 90.00 20

介護 86.40 20 AVｼｽﾃﾑ

入浴 93.60 20

実践基礎 360.60 60 AVｼｽﾃﾑ

成人看護 241.80 60

小児母性 180.00 70 AVｼｽﾃﾑ

演習室2-1 52.00 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ 演習室2(4)､演習室4(3)

演習室2-2 30.00 16 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

演習室2-3 35.50 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

演習室2-4 35.50 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

演習室4-1/2 82.00 40 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

演習室4-3 35.50 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

演習室4-4 35.50 24 ﾌﾗｯﾄ･可動式 AVｼｽﾃﾑ

184.20 64 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 学部共用
教育支援室 4室 119.98 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
地域連携室 64.20

2,166.27
その他 廊下・ﾄｲﾚ等 4,301.64

10,855.03 10,855.03 0.00

4,573.96 4,573.96
1,084.52 1,084.52 ※大学設置基準対象外

7,807.62 3,463.43 4,344.19
1,239.09 1,239.09 附属研究施設
1,866.70 1,866.70 附属研究施設

808.45 808.45 附置研究所
341.46 341.46 附属研究施設
552.60 552.60 附属研究施設

1,746.49 1,746.49 体育施設
383.76 383.76

1,223.08 1,223.08
917.41 917.41

1,224.27 1,224.27
223.11 223.11
16.81 16.81

24,009.33 11,503.51 12,505.82

79,797.13 67,291.31 12,505.82

大学院生120㎡1室
/124.20㎡1室

設備等整備状況 備考

AVｼｽﾃﾑ ピアノ室3室

車庫・薬品庫・燃料貯蔵庫

納骨堂
その他小計

当別キャンパス校舎等面積総計

教員室･研究室･ｾﾞﾐﾅｰﾙ室

看護福祉学部校舎小計

その他

総合図書館
衛生士専門学校
歯科クリニック
アイソトープ研究センター

動物実験センター
健康科学研究所

伝統薬物研究センター
体育館兼講堂
学生クラブハウス
学友会館
食堂棟
20周年記念会館

看護福祉学部棟

温室

自習室 2室 244.20 60

床･形態

演習室

情報処理教室

収容人数

70

160

歯学部校舎小計

講義室

実習室 音楽療法・
ピアノ室・準備室

138.21

実習室

解剖Ⅱ・病理・
理工・細菌・実験室等

494.38 解Ⅱ･細菌･理工･病理

20
(120)

教員室･研究室･ｾﾞﾐﾅｰﾙ室

種別 室別 室番号 面積(㎡)
大学設置基準上参入内／外

講義室

演習室

歯学部棟

AVｼｽﾃﾑ



参入基準内
面積(㎡)

参入基準外
面積(㎡)

講義室１ 113.05 80 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
講義室２ 108.00 80 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
講義室３ 105.84 80 ﾌﾗｯﾄ･可動式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

講義室４ 221.29 172 階段･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
大学院生共用サー
バー室25.00㎡含む

共同講義室 113.04 95 ﾌﾗｯﾄ･固定式 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ 大学院生共用
演習室１－２ 145.45 100 ﾌﾗｯﾄ･可動式
共同演習室（2室） 92.57 80 ﾌﾗｯﾄ･可動式 大学院生共用
実習室A 237.29 80 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
実習室B 198.01 80 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ
実習室C 198.36 80 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｼｽﾃﾑ

心理臨床・発達支援センター 172.34 １F
歯学部ｾﾞﾐ室（4室） 108.79 ３F増築棟
大学院心理科学研究科 531.29 ６F
教員室･研究室･ｾﾞﾐﾅｰﾙ室 976.95
大学病院使用エリア 561.30 561.30 主に３F：大学設置基準上参入対象外

その他 食堂・廊下・ﾄｲﾚ等 3,858.14 図書室293㎡
心理科学部校舎小計 7,741.71 7,180.41 561.30

予防医療科学ｾﾝﾀｰ･大学病院 予防医療科学ｾﾝﾀｰ

620.32㎡(附置研究所)

地域包括ケアセンター 437.5 437.50
集塵庫・車庫 70.14 70.14

札幌あいの里キャンパス校舎等面積総計 17,951.84 7,688.05 10,263.79

石狩研修施設 茨戸教育研修センター 418.33 418.33

大学設置基準上参入対象外：

歯科衛生士専門学校1084.52㎡

収容人数 床･形態 設備等整備状況 備考

74,979.36 23,187.94

その他
9,702.49 9,702.49

98,167.30合計

医療技術学部棟

演習室

種別 室別 室番号 面積(㎡)
大学設置基準上参入内／外

実習室

講義室



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 所在地：札幌市中央区北４条西４丁目 アスティ 45 12 階 

② 開館時間：9:00～21:00 

③ 施設・設備等 

 ＜講義室等＞ 

講義室 A 
講義室 B 
会議室 A 
会議室 B 
研究調査室 

119.258 ㎡ 
79.505 ㎡ 
21.195 ㎡ 
20.741 ㎡ 
15.286 ㎡ 

：スクール形式 最大 63 名収容 
：スクール形式 最大 45 名収容 
：会議形式 12 名収容 
：会議形式 10 名収容 

＊大講義室(講義室 A・B 連結)スクール形式 最大 108 名 

             

＜利用可能備品＞ 
項目 個数 講義室 A 講義室 B 会議室 A 会議室 B 研究調査室 

ノートパソコン（OS：win 7 2 台 win10 4台） ６ ○ ○ ○ ○ ○ 

液晶プロジェクター 
設置式 １ ○ × × × × 

可動式 ３ ○ ○ ○ ○ ○ 

有線マイク ２ ● × × × × 

ワイヤレスマイク １ ■ × × × × 

カセットデッキ・VHSビデオ・DVD・CD 各１ ■ × × × × 

CD・MD ラジカセ、OHC、OHP、スライド 各１ ○ ○ ○ ○ ○ 

ホワイトボード ３ ○ ○ ○ ○ ○ 

※●は２つまで、■は１つまで使用可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回） 

区分 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

教育 613  665 654 633 

研究 236  227 219 273 

生涯学習 21  21 21 19 

会議等・入試 201  218 222 195 

同窓会・後援会 123  125 123 110 

外部団体 40  47 43 48 

計 1,234 1,303 1,282 1,278 

   
 

 

講義室 A/B            講義室（講義室 AB 連結）            会議室 A                  会議室 B 

札幌サテライトキャンパスは､｢本学の教育研究振興ならびに社会との連携に資するとともに､本学教職員､同窓会会員等の 
福利厚生に寄与し､地域社会へ貢献すること｣を目的として､2001 年９月､札幌市中心部の毎日札幌会館 6 階にサテライトキャンパス
開設した｡ 
生涯学習事業や大学院講義、同窓会活動等の利用が年々増加したことから､2006年 10月に日本生命札幌ビル、2010年 4月には

現在地（「アスティ 45」12階 ACU 内）に移転した。札幌サテライトキャンパスの概要は以下のとおりである。 

２．札幌サテライトキャンパス 

教育

50％

研究

21％

生涯学習

2%

会議等・

入試

14％

同窓会・

後援会

9％

外部団体

4％

札幌サテライトキャンパス（2018年度）



 

(１)福利厚生施設 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
① 食堂等                            ② 売店等 
  ・中央食堂           （434席）        ・丸善売店 …書籍･文具 
・基礎棟食堂           （267席）        ・モリタ売店…歯科材料 
・20周年記念会館食堂        （195席）        ・コンビニエンスストア…食品･生活用品ほか 
・札幌あいの里キャンパス食堂    （186席）          

     

  ・ダブルトールカフェ         （148席） 
 

(２)学友会館、クラブハウス、茨戸研修センター  
 
 
 
 
 
 
 
① 学友会館 
鉄筋コンクリート4階建 延床面積  1,223.08㎡ 
吹奏楽等練習室1室､部室26室､シャワー室(洗濯室含む)2室、 

   集会室2室(大小各1室)、暗室1室､共同物置1室 
② クラブハウス 
 383.76㎡ 

1F体育系施設､2Ｆ文化系施設 
③ 茨戸教育研修センタ－ 
 418.33㎡ 

艇庫､研修宿泊施設 収容人員20名 

(３)交通（JR、自動車、当別町コミュニティバス） 

 

 

 

 

 
 
① JR札沼線（愛称：学園都市線）について 

当別キャンパス直結の「北海道医療大学駅」は､大学名称がそのまま駅名となった､ 

全国でも珍しい駅である。札幌あいの里キャンパスでは､徒歩約 5分の「あいの里 

教育大駅」を利用している。 

学園都市線は、2012年 10月 27日からすべて電車化(ダイヤ改正)され、「札幌- 

北海道医療大学」駅間の所要時間は最大 9分短縮、新型通勤電車の投入、10本の 

増発(100→110)、17本の運転区間延長等により利便性が向上した。 

また、2020年 5月 7日をもって「北海道医療大学－新十津川」駅間が廃止となるため、 

それに伴い、「北海道医療大学駅」は、JR学園都市線の終着駅としての役割を担うこととなり、 

改札口の増設等のほか、バスターミナルとしての機能も整備される予定となっている。 
 
② 自家用車通学生の駐車場使用登録許可状況（2019年 5月現在） 

所属等 許可人数 

大学院 

薬学研究科 3 
歯学研究科 0 
看護福祉学研究科 7 
心理科学研究科 1 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学研究科 0 

学部 

薬学部 27 
歯学部 74 
看護福祉学部 7 
心理科学部 2 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 9 

歯学部附属歯科衛生士専門学校 2 
学生計 132 

教職員(札幌あいの里キャンパス内数) 512(157) 
合計 634 

駐車場収容可能台数 (札幌あいの里キャンパス内数) 915(185) 

 

３．キャンパス・アメニティ 

学生の研修施設として、体育館に併設して｢クラブハウス｣が設置され、1階には､体育系サークルの部室･武道場･ウェイトトレ－ニン
グ室･シャワー室、2階には､学術文化系サークルの部室･会議室･和室･音楽練習室があり、課外活動･研修等に利用されている。 
また、札幌あいの里キャンパスがある札幌市北区あいの里地区から程近い茨戸地区に、ボ－ト部の艇庫を併設した宿泊室のある

研修施設として｢茨戸教育研修センタ－｣を設置しており、本学学生や教職員の宿泊研修等に利用されている。 
また、2000年 12 月には､クラブ部室･吹奏楽等練習室、学生が自己研修やミーティングに自由に利用できる集会室を備えた 

｢学友会館｣が完成し、学生の課外活動等に大いに利用されている。 

学生の通学における JR 札沼線(愛称･学園都市線)利用率は 75％を超える。1995 年 12 月に折り返し設備が完成し､2 本となったプ
ラットホ－ムは､当別キャンパスの 20 周年記念会館と直結､スカイウェイによって駅から大学まで風雨を避けての連絡が可能である。
なお、オール電車化(2012.10.27)により通勤通学時における混雑緩和等が図られた。 
また、自動車通学は、当別キャンパスに通学する第 2 学年以上の学生のみ一定の条件の下、特別に許可している。なお、本学が運行
事業に参加している「当別町コミュニティバス」が当別町及び札幌市北区あいの里地区を運行し、通院通学に利用されている。 

当別キャンパスの食堂は､「中央食堂1階」「同2階」「基礎棟食堂」「20周年記念会館食堂」の4か所､札幌あいの里キャンパスは「レス
トラン逢いの里」の食堂があり、多くの学生･教職員が利用している｡当別キャンパスにおいては、リハビリテーション科学部及び大学院
同研究科の新設に伴い、食堂の拡充を検討する中で、当別町商工会の協力の下、別途弁当販売を開始した(2013.4.15-)。また、中央
講義棟10階ビューラウンジに「NPO法人にょきにょき」が運営する「ダブルトールカフェ」を開設した(2014.4.8-)。2015年度からはした。な
お、両キャンパスでのパン販売 (当別/毎火・札幌あいの里/毎金)や、当別キャンパスでの移動販売車による軽食類の販売（2015年度
～）実施等、福利厚生環境の整備に努めている。 
なお、両キャンパスに書籍･文具類､歯科材料､生活用品､電化製品等を取り扱う売店､「丸善売店」「モリタ売店」があり、20 周年記念

会館１階コンビニエンスストア(2006.12.15～)・郵便局の ATM、中央食堂 2 階：北海道銀行・北洋銀行 CD 機、大学病院地下 1 階：北洋
銀行 CD機等をそれぞれ設置している｡ 

（セイコーマート北海道医療大学店） 

 （レストラン逢いの里）  



③ 当別町コミュニティバス（愛称：当別ふれあいバス） 

 当別町内及び札幌市北区あいの里地区の運行に係る当別町コミュニティバス運行事業（当別町地域公共交通活性化協議会）に2006

年4月から参加している。運行路線９路線のうち､｢当別-札幌あいの里｣両キャンパスを通る２路線において、両キャンパスの停留所どちら

かで乗車･降車する場合は､無料利用することができ､患者様の通院や学生の課外活動等におけるキャンパス間の移動手段として､年間

のべ７万人を超える方々に利用されている。 

 なお、JRの電化に伴い、逐次ダイヤ改正を実施し、更なる接続等の利便性の向上を図っている。 

○無料対象路線                      ○利用方法 

･金沢線（当別駅～当別キャンパス）           ･両キャンパスで降車の場合 

･あいの里線（当別駅～札幌あいの里キャンパス）    →診察券/学生証/職員証を提示 

･途中で降車の場合※両キャンパス停留所で乗車した場合のみ 

                                →病院･クリニック受付/学生支援課窓口で配付の無料チケットを利用 

                                                         

 (４)居住分布 

 
 
 
 
 

➀ 学生の居住地の推移表 

学部 

当別町 札幌市 その他 

2017 年度 2018 年度 2019 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) 

薬学部 343 32.1 320 30.6 322 31.9 647 60.6 643 61.5 604 59.9 78 7.3 82 7.8 82 8.1 

歯学部 176 41.2 178 41.4 199 45.4 234 54.8 236 54.9 230 52.5 17 4.0 16 3.7 9 2.1 

看護福祉学部 95 13.7 92 13.5 76 11.6 512 73.9 521 76.5 508 77.6 86 12.4 68 10.0 71 10.8 

心理科学部 61 16.9 76 26.0 75 27.2 272 75.1 194 66.4 178 64.5 29 8.0 22 7.5 23 8.3 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 206 27.7 223 27.8 237 28.8 445 59.8 475 59.3 485 58.9 93 12.5 103 12.9 101 12.3 

医療技術学部 ― ― ― ― 5 6.9 ― ― ― ― 59 81.9 ― ― ― ― 8 11.1 

計 881 26.7 889 27.4 914 27.9 2,110 64.1 2,069 63.7 2,064 63.1 303 9.2 291 8.9 294 9.0 

  
② 自宅・自宅外別の推移表  

学部 

自宅 自宅外 

2017 年度 2018 年度 2019 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) 

薬学部 540 50.5 527 50.4 531 52.7 530 49.5 518 49.6 477 47.3 

歯学部 144 33.6 125 29.1 144 32.9 285 66.4 305 70.9 294 67.1 

看護福祉学部 462 66.5 420 61.7 455 69.5 233 33.5 261 38.3 200 30.5 

心理科学部 176 48.5 131 44.9 145 52.5 187 51.5 161 55.1 131 47.5 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 349 47.4 371 46.3 416 50.5 388 52.6 430 53.7 407 49.5 

医療技術学部 ― ― ― ― 42 58.3 ― ― ― ― 30 41.7 

計 1,671 50.7 1,574 48.4 1,733 53.0 1,623 49.3 1,675 51.6 1,539 47.0 

 

③ アパート費用等 
当別町                                  札幌市 

種別 家賃（月額） その他  種別 家賃（月額） その他 

ｱﾊﾟｰﾄ･ 
ﾏﾝｼｮﾝ 

20.000円 ～ 60,000円 
ﾄｲﾚ･浴室付の 
ｱﾊﾟｰﾄは3万円台～ 
ﾏﾝｼｮﾝは4万円台が中心 ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝ

ｼｮﾝ(1DK) 
20,000円 ～ 86,000円 

JR学園都市線新琴似､ 
地下鉄麻生近辺が通学
に便利 
ﾏﾝｼｮﾝは､管理費等が 
別に5千円～1万円必要 

下宿 
（食事付） 

50,000円 ～ 80,000円 
朝･夕2食付 
(日曜･祝祭日除く) 

 

充実した学生生活を過ごす上で､住居の決定は極めて重要であるといえる｡特に、本学は､学年進行に伴い学外実習も実施される
ことから、居住地の選定に当たっても考慮することが求められる。 
当別キャンパスは、歯学部学生の 4 割以上が当別町に居住している。自宅/自宅外別でみると､約半数の学生が自宅外に居住し､

親元から離れ勉学に励んでいる学生が多いことがわかる。 



(１)当別キャンパス

区分 2016年度 2017年度 2018年度

電気（kwh） 7,494,135 7,386,029 7,066,465

重油・灯油他（ℓ） 594,777 526,345 473,819

ガス（㎥） 20,176 21,232 20,703

水道（㎥） 57,846 51,821 46,662

(２)札幌あいの里キャンパス［心理科学部］

区分 2016年度 2017年度 2018年度

電気（kwh） 568,460 535,740 452,240

重油（ℓ） 51,607 48,521 45,676

ガス（㎥） 1,867 1,780 1,844

水道（㎥） 2,757 2,457 1,840

(３)札幌あいの里キャンパス［大学病院］

区分 2016年度 2017年度 2018年度

電気（kwh） 1,025,376 997,387 952,499

重油（ℓ） 0 0 0

ガス（㎥） 96,703 94,958 92,412

水道（㎥） 10,247 10,030 9,995

(４)茨戸教育研修センター

区分 2016年度 2017年度 2018年度

電気（kwh） 6,767 6,538 6,457

灯油（ℓ） 1,082 466 665

水道（㎥） 148 444 126

◇本学における具体的な省エネルギー対策

●快晴時の窓側照明の消灯及び室内不在時における消灯の徹底

●昼休み時間の一斉消灯の徹底

●コピー機使用後の節電モード及び予熱ボタン利用の徹底

●ＯＡ機器等の小まめな電源ＯＦＦ及び長時間不使用時における電源プラグの抜き取り等の徹底
●冷暖房時期における適正な室内設定温度の厳守
●暖房運転時における電気ストーブの併用禁止
●エアコン集中監視によるピークカット運転
●水道水の流しっ放しの抑制
●コピー用紙、ダンボール等の使用量の削減及びリサイクルによるゴミの減量化の推進

●エレベーター利用を控え、階段利用を励行　ほか

４．エネルギー使用状況

本学は、石狩郡当別町の当別キャンパス、札幌市北区の札幌あいの里キャンパス、石狩市の茨戸教育研修センターの３つの地
域において、日々、研究教育活動等を活発に展開している。そのため、エネルギーの全体的消費量は年々増加傾向にある。本
学は、地球的規模でCO２排出が問題となっている現状を踏まえ、全学的な観点から省エネルギー対策を捉え、CO２排出規制運
動を鋭意実施している。2010（平成22）年度に施行された改正省エネ法に則り、学校法人東日本学園が『特定事業者』、当別
キャンパスは『第二種エネルギー管理指定工場』の指定を受けた事から、指定条件となる「年平均1％以上のエネルギー消費原
単位の低減」という課題達成に尽力している。今年度の新学部開設に伴い、より一層の「省エネ・環境保全」の意識を高める必
要があり、全教職員・全学生が一体となり、組織的に省エネに取り組んで行く必要がある。
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①総合図書館 　　　　　　【 総合図書館配置図 】

　・総面積：4,573.96㎡（5階建独立棟）

　・主な設置機器：

　　蔵書検索用パソコン（OPAC） 3台

　　情報検索用パソコン 24台

　　貸出用ノートパソコン 15台

　　無線LANアクセスポイント 4箇所

　　視聴覚ブース 7席

　　学生用コピー機（カラー、モノクロ各1台）　　  2台

　　教員用コピー機（カラー、モノクロ各1台） 2台

　　課金式プリンター 1台

　　PCプロジェクター 1台

　・図書館情報管理システム：LIMEDIO（リコー） 1式

②総合図書館分館

　・総面積：293㎡（心理科学部棟２階）

　・閲覧席数：65席

　・主な設置機器：

　　蔵書検索用パソコン（OPAC） 1台

　　情報検索用パソコン 3台

　　無線LANアクセスポイント 1箇所

　　情報コンセント 29口

　　視聴覚ブース 2席

　　学生用コピー機（カラー、モノクロ各1台） 　 　 2台

　　教員用コピー機（モノクロ） 1台

【 総合図書館分館配置図 】

①開館時間（総合図書館･分館共通）

　・平日（月曜日～金曜日）   9:00～21:30

　・休日開館（土曜日､日曜日※）

②利用対象者

　本学の教職員･大学院生･学部学生･学生･卒業生､一般ほか

③主要サービス

　・図書館所蔵資料の館外貸出

　・館内設置機器の貸出（パソコン､視聴覚ブース等）

　・レファレンスサービス（文献所在調査、事項調査、利用指導）

　・学外文献複写依頼サービス

　・館内案内、講習会

　・閲覧席数：424席

10:00～16:30　（※2019年度の日曜開館は､6月､7月､9月～2月に実施｡）

図書館は、本学創立年である1974年から1979年に教養部・薬学部・歯学部の各図書室を設置後、1986年12月に総合図書館（当
別キャンパス）として1つに統合した。2002年4月には心理科学部新設に伴い総合図書館分館（札幌あいの里キャンパス）を設置し
た。学生の主体的学修支援強化のため、情報リテラシー教育、情報資源、施設設備の充実に取り組んでいる。利用者サービスで
は、レファレンスサービスや講習会を行っている。電子的サービスでは、図書、雑誌、電子資料を一括検索できる統合検索サービ
スの提供や学術リポジトリの運用を行っている。施設サービスでは、アクティブ・ラーニング・スペースを設置している。

（１）施設概要

（２）図書館

（３）学術情報

５．図書館・学術情報



①図書館ホームページ

　・総合図書館ホームページ

　　http://library.hoku-iryo-u.ac.jp

　・総合図書館分館ホームページ

　　http://library.hoku-iryo-u.ac.jp/ainosato

　※トップページから蔵書検索、一括検索可能

②外部情報リソースへのアクセス

　・情報検索コーナー

　　ネットワーク接続パソコンを総合図書館：24台､総合図書館分館：3台設置し､利用者の情報検索用に提供している。

　　ノートパソコン持参の利用者は、学内LANによりネットワークに接続可能である。

　・データベース

　　Abstracts in Social Gerontology､CINAHL､The Cochrane Library､ERIC､iyakuSearch Plus､JDreamⅢ､

　　Journal & Highly Cited Data､Linguistics & Language Behavior Abstracts､MEDLINE､PILOTS､PsycINFO､

　　SciFinder､Scopus、Social Services Abstracts､Sociological Abstracts､医中誌Web､今日の診療Web、最新看護索引Web ほか

　・電子ジャーナル

　　　　　　    　　　　  メディカルファインダー、南江堂オンライン ほか）

　・電子ブック

　・Educational Video Online

　　Web上で提供する映像配信サービス

③本学学術リポジトリへのアクセス

　・北海道医療大学学術リポジトリ

　　https://hsuh.repo.nii.ac.jp

　　約3,700コンテンツ公開（各学部紀要、博士学位論文）

①図書所蔵数 （冊）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

和 162,886 163,013 164,031 165,009 165,316

洋 78,111 77,723 77,741 77,907 77,925

合計 240,997 240,736 241,772 242,916 243,241

②学術雑誌所蔵タイトル数 （種）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

和 1,219 1,210 1,209 1,209 1,205

洋 1,204 1,203 1,199 1,197 1,196

合計 2,423 2,413 2,408 2,406 2,401

③視聴覚資料所蔵数 （点）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

和 5,649 5,637 5,578 5,574 5,575

洋 1,082 1,036 1,028 1,030 1,030

合計 6,731 6,673 6,606 6,604 6,605

④資料購入費（資産） (千円)

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

図　書 14,700 12,431 10,567 6,532 5,256

雑　誌 6,400 5,878 4,602 0 0

視聴覚資料 2,897 1,587 583 25 324

合計 23,997 19,896 15,752 6,557 5,580

　　約8,700タイトル（ACS､ProQuest､PsycARTICLES､RSC､ScienceDirect､Springer､Wiley､メディカルオンライン､

　　約150,000タイトル（Ebook Central、化学書資料館 ほか）

※雑誌購入費 ： 規程改正（2017年度）に伴い、科目変更（消耗品として対応）した。

※図書・視聴覚資料費 ： 規程改正（2017年度）に伴い、資産に関する方針変更が影響した。
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（３）学術情報

（４）蔵書統計
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①開館日数 （日）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

総合図書館 314 323 321 314 310

分　館 312 318 318 314 307

②入館者数 （人）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

総合図書館 90,966 92,194 121,799 119,315 104,300

分　館 59,124 48,970 39,450 29,292 13,097

合計 150,090 141,164 161,249 148,607 117,397

③貸出者数 （人）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

総合図書館 5,344 5,321 5,451 4,670 4,190

分　館 3,934 2,797 1,913 1,233 521

合計 9,278 8,118 7,364 5,903 4,711

④貸出冊数 （冊）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

総合図書館 13,154 12,727 12,879 11,578 10,316

分　館 7,628 5,403 3,845 2,476 995

合計 20,782 18,130 16,724 14,054 11,311

⑤学外文献複写･現物貸借依頼/受付件数 （件）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

依頼 3,047 1,832 1,661 1,570 1,159

受付 560 444 397 319 267

⑥パソコン利用件数 （件）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

総合図書館 7,098 7,423 6,967 5,576 5,658

分　館 230 127 109 47 52

合計 7,328 7,550 7,076 5,623 5,710

・学外者利用登録件数 （件）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

一般利用者 108 93 85 103 107

医療従事者 65 88 61 64 63

合計 173 181 146 167 170

　北海道地区大学図書館協議会相互利用サービスにより､本学教職員･学生は身分証･学生証だけで他大学の図書館を利用可能である。
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